
 

 

 

 

 

 

     

みんなの夢を はぐくむ学校 

        校長 井口 修 

 例年より早く桜が咲き、さわやかな風につつま

れています。新 1 年生６３名、全校児童 4２４

名で、令和８年度がスタートしました。 

ご入学、ご進級おめでとうございます。 

  

「心かよわせ 夢をはぐくむ」という素敵なこ

とば（教育目標です）を今年度も大切にしていき

ます。児童、保護者、地域、教職員が、豊かに関

わり合い、対話をしながら、それぞれの夢を叶え

ていく学校を目指します。先人の方々が、9７年

間大切にしてきたこの理念は、杉七小の宝です。 

 

【本校の教育目標】 

～ 心かよわせ 夢をはぐくむ ～ 

〇考える子  

◎思いやりのある子 

〇たくましい子 

今年度も「思いやりのある子」に重点を置きま

す。杉七小のすべての人が安心し、生まれつきの

自分らしさを出せ、互いに学び合い信頼をつくり、

自分たちでクラスや学校を創っていく。その中で、

「心かよわせ 夢をはぐくんで」いきます。 

 

【目指す学校】 

児童・保護者・地域・教職員、 

みんなの夢をはぐくむ学校 

１  児童が笑顔で過ごし、互いを大切にし、仲間

と夢をかなえる学校 

２ 教職員がそれぞれの立場で自分のよさを 

発揮し、自ら夢をかなえる学校 

３ 保護者や地域に信頼され、地域とともに  

夢をかなえる学校 

 

４月の生活目標 

「学校のきまりを守りましょう」 

新年度がスタートしました。今年度も、子ど

もたちが安全に、楽しい学校生活を送ることが

できるよう、学校全体で取り組んでまいります。 
 新学期にあたり、学校のきまり「杉七の子ど

も」を確認し、「自分も相手も気持ち良く過ご

すため」きまりを守ることが大切であることを 

理解できるようにします。 

 【具体的には】 

１ ＜子どもの思いを尊重する＞ 

   「児童発案の活動」を本校の柱とする。 

  子どもが自分で考え、仲間と共に行動し、や

りたい、こうなりたい、を実現させたい。 

２ ＜ちがいを受け入れる＞ 

   相手への想像力を働かせ、自分とは異なる

思いや考えがあることに思いを巡らせる。互

いに認め合い、受け入れ合うことで、自分の

ことも相手のことも大切にする感性を育み

たい。（いじめは絶対いけない） 

３ ＜対話を大切にする＞ 

   対話を通して学び合い、共にワクワクする

経験、相手と折り合いをつける経験、仲間と

感動し響き合う経験をたくさん積ませたい。 

４ ＜学びの成果を贈り合う＞ 

   自分が学んだことを誰かのために生かし

たり、役立てたりすることで、深い喜びを生

み出したい。その輪が広がることで、人がつ

ながり、誰一人取り残さない学校を創りたい。 

５ ＜当事者意識をもたせる＞ 

   みんながしあわせなクラス・学校は、自分 

たちで創る！と子どもたちが当事者意識を

もち、仲間と共にその夢を実現してほしい。 

 

日々様々なことがあり、子どもも大人も手探り

しながらの毎日です。その中でも、「子どもたち

を笑顔にし、自信をもたせ、未来にしあわせの夢

を描けるようにする」それが私たち大人の役目だ

と思います。そのために、教職員一同、保護者や

地域の皆様とスクラムを組み、全力を尽くしてま

いります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

「杉七の子ども」「基本の学習用具」は保護

者会で配布します。ご家庭でもお子さんと一緒

にご確認ください。子供たち自身が、仲良く安

全に生活していこうという気持ちで過ごすこ

とができるよう指導していきます。 

 保護者や地域の方々の、ご理解とご協力をお

願いいたします。 

（生活指導主任） 
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４月の生活目標 

「学校のきまりを守りましょう」 

 今年度より生活指導主任を務めることになりました、金井と申します。子どもたちが安全に、そして

笑顔で学校生活を送れるよう、教職員一同全力でサポートしてまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いします。 

 さて、新しい環境での生活が始まりました。４月の目標は「学校のきまりを守ろう」です。学校のき

まりは、自分と友達の安全を守り、みんなが気持ちよく過ごすための「大切な約束」です。「これくらい

ならいいや」という小さな油断が、大きなけがやトラブルにつながることがあります。 

 新しいスタートの今だからこそ、一つ一つのルールの大切さを再確認し、相手を思いやる心をはぐく

んでほしいと願っています。ご家庭でも、学校のルールの大切さについて、ぜひ、お子様と話し合って

みてください。                           生活指導主任 金井 順也 


